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E s s a y

「関係人口」増大策の一環としてのパンフレット制作

河東 仁（コミュニティ政策学科教員）

１．はじめに
2018年度秋学期に研究休暇をいただき、大きく３つのテーマを追究することが
できた。
ⅰ．ライフワークである「夢」に関する研究
ⅱ．ユング心理学の視角からの日本の文化と思想の論究
ⅱ．コミュニティ福祉学部に着任したことで新たに自分の前に切り拓かれた、
文化政策の具体的な成果物づくり

以上の３つであり、このうちⅰは、鎌倉市の内外をリサーチの対象とし、当該
地にのこるさまざまな「夢譚」を収集し整理することによって、もう一つの別の
「鎌倉」時空間を描き出すことを、休暇期間の主たる目的とした。おかげでデー
タは２点を除いてほぼ揃い、退職後に、新書版として公刊する予定である。
ⅱは、20世紀の日本が産んだ最大の思想家の一人とみなしうる井筒俊彦をめぐ
る研究の一環であり、科研費研究によるプロジェクトの一員として、井筒思想と
ユング心理学の関係について論究している。そして休暇期間には、三島由紀夫の
『豊饒の海』四部作について取り組み、その成果を本年６月24日に鎌倉文学館に
て、「古典講座③──『豊饒の海』『浜松中納言物語』における転生と夢」として
発表した。従来の文学研究に欠けていた仏教における唯識論の理解を井筒思想に
よって補うことで、三島が自決するまさにその日に脱稿した（正確には編集者に
託した）この作品において、彼が何をしようと試みていたのか、その一角に新た
な光を当てるべく努めた。
これは、京都にある国立国際日本文化研究センターから、共同研究論文集『投
企する古典性』（仮題）所収論文として、2020年に公刊される予定である。そし
て当該センターにおいては、尺八の可能性を追い求め、古典的な各派の奏法を学
び取り続けると同時に、世界中のミュージシャンと、新たな音楽の地平を切り拓
いている中村明一氏を招き、本年度の９月29日に「日本の音楽の構造」とのタイ
トルのもと講義がおこなわれる。同氏とは昔からの知己であるが、こうして異業
種間で一緒に仕事を準備できるのも、やはり研究休暇の醍醐味の一つである。ま
た彼は、東日本大震災の鎮魂行事の一環として、虚無僧行列に積極的に関わって
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いる。

２．調査研究における「搾取性」の回避と「関与型研究」のはざまで
次に、エッセーということで思い浮かぶがまま、退職を迎えての辞という側面
もあるため、これらの研究をするに至った経緯について記しておきたい。
まず筆者の専攻は宗教学宗教史学であり、そのなかで宗教思想や宗教をめぐる
心理的な変異・変容現象について調査研究していた。具体的には、新宗教──一
般には新興宗教と呼ばれるが──の教義分析、そして修行内容への深層心理学お
よび精神医学的なアプローチである。ただし当然のことながら、潜入調査は研究
倫理的に許されない時代になっており、あくまでも他者として教団内に入り、あ
れこれ質的調査、ときに量的調査をおこなうという形で、研究対象からの「第三
者」性を担保することを研究上の重要な「姿勢」としていた。
しかしこれは同時に、故森本先生が指摘されていた「調査の搾取性」という問
題に直面化せざるを得ない「姿勢」でもある（「潜入調査」よりはましかもしれ
ないが）。この問題は、主として人類学や社会学の分野で、高度な議論がなされ
ている。しかしそれらを見る限り、個人的には、いずれも小手先の回避に過ぎぬ
と思えてならない。俗な表現をもちいれば、研究対象となる彼ら彼女らは、別に
調査をして欲しいなどとは思っていない。そしてその調査結果によって、彼ら彼
女たちが新たに得るものなどあるのだろうか。学問の進歩という形で人間社会全
体に貢献できる、などと言っても誤魔化しに過ぎない。詰まるところ、自分の「業
績」なるものを得るために過ぎず、これはまさに一方的な「搾取」でしかないの
では、といった極めて素朴な嘆きをもつ次第である。
ただし筆者の場合、時代の流れというものがあり、この嘆き、疑問を一端は捨
象して研究の方向を移さざるをえない状況に遭遇してしまった。方向の転換とは、
端的に言えば、現在から過去へという動きである。
ここで説明をしておくと、「オウム真理教事件」との遭遇である。これは何度
か書いてきたことであるが、当該教団に対して、世に出てくる以前から、筆者自
身は批判的な言説を投げていた。簡単に記すと、当該教団が主張している「超能
力」とは、「感覚遮断」によって惹き起こされる単なる人体の生理学的な反応に
過ぎない。すなわち外からの感覚刺激を遮断されると、多くの場合、幻覚が発現
してくる。つまり他人には見えないものが見える幻視、聞こえない音が聞こえる
幻聴、あるいは体がフワフワと浮いてくるという触覚面における体感異状などな
どである。こうした生理学的現象を人体が有していることを知らないと、感覚遮
断状況に置かれ、この結果、超能力が授かるという強い暗示を受けることで、幻
覚を神秘現象と勘違いしてしまうことがある。そして当該教団は、これを悪用し
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ているといった批判である。
だがこうした批判的な姿勢とは別次元において、大きな事柄を見逃していたこ
とも確かである。それは、オウム真理教が、あのようなテロ行為を企図するだけ
でなく、実際におこなってしまう教団であるということである。その意味で、未
だにこの点を見抜けなかった宗教学関係者の一人として慚愧の念に堪えないこと
を、ここに記しておきたい。
その一言で許されるものでないことを承知しつつ、筆者自身は、現代社会にお
ける宗教教団の調査研究でなく、思想史・文化史という方向へ研究のベクトルを
向けることにした。それが「夢」の研究である。
具体的に言えば、『古事記』『日本書紀』以来、諸文献に記された「夢譚」を抽
出し、それらを整理比較することによって、日本列島に住む人びとが、「夢」と
どのような形で関わってきたのか、つまり日本人の心の在り方における変遷の一
端を浮かび上がらせることができるのでは、という行為である。エッセイという
ことで書かせていただくと、立教在職中に、一千年にもわたる『源氏物語』研究
の積み重ねのなかで、新たな説を付け加えることができた（2010年）。
また2012年から2014年にかけて、『夢と幻視の宗教史上下』というタイトルの
もと、世界中の夢文化・夢信仰に関する論文を各専門家に依頼した書を編集し、
刊行することもできた。
ただしこの上下二冊の編集は、極めて苦しいものであったことをここに記して
おく。その最大の理由は、現実社会からの乖離である。この企画自体は2009年か
ら始めていた。しかし次第に、対象から一歩身を引いたスタンスのままでよいの
だろうかという疑問が湧いてきた。もちろん、過酷な現実社会に向けて、もう一
つの別の──これを筆者はalternativeの訳語にしている──時空間、考え方を提
示することは、かつてM.エンデが唱えたように、極めて重要な営為と考える。し
かしその営為は、同じくエンデが主張したように、もう一つの別の時空間におい
て新たな「何か」を見出し、それを現実社会に持って帰る旅でなければならない。
しかし現実には、単に新しいと自らが思うものを、書物として公刊するだけに終
わっており、「搾取」こそしていないが、単なる「高等遊民」の戯れ言に過ぎな
いのでは、という思い、苦しみに陥ってしまったのである。

３．関与型研究への転換──宮城県南三陸町での学び
こうした状況のなか、2011年３月11日を迎えることになった。そして何の理由
もなく、「東日本へ行くのが当然でしょ」という思いが生じた。もちろん研究の
ためでもなく、またボランティアのためでもない。ただ「呼ばれた」だけである。
そして2011年の５月末、岩手県の大槌町から宮城県の石巻市までJAの方に車
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で海岸線沿いに案内していただく機会を得た。またその直後には、福島県の沿岸
を車で走ってみた。こうした行為のなかで、筆者の心が惹かれたのが、宮城県南
三陸町であった。その理由は、こうである。ここには、自発的内発的に復興へ向
かおうとするベクトルがある。これは学ぶべきである。こうした想いである。
そのため南三陸町では、最初の段階から、いわゆるボランティア活動をしてい
ない。また提言といったものもしていない。ひたすら住民の方々が復旧さらには
復興へ向けて内発的にさまざまな活動を発案し、現実化してゆく場面に学生たち
とともに参加する。これを繰り返すなかで、復興とは、そもそもコミュニティと
は、といった事柄を住民の方々から教わるというスタンスを続けてゆくことと
なった。
ここで極めて軽いことを書くと、自分でも理由はよく分からないが、真夏でも
真冬でも、南三陸町では作務衣を着て活動している。そのため、「作務衣を着て
よく町へ来るけど、何をしているのか分かんない先生」という称号を獲得するこ
とができ、それを誇りにしている。「搾取性」からの完全脱却と自分では考えて
いるからである。
それはさておき、こうして次の段階へ向かう機会が自然と生まれてきた。同じ
く震災をめぐって活動してきた宗教学研究者たちが唱えるようになった、「関与
型研究」という考え方との出会いである。このため2017年度より、東工大の弓山
達也教授を代表者として、科研費研究を始めることとなった。基本的には伝統的
芸能や新しく生まれたアート活動、そして宗教団体による災害支援活動など、震
災と文化をめぐる研究である。しかしその中核には、参与に留まらず、もう一歩
ほど踏み込み、かと言って第三者からのお節介──搾取とは裏表──にならぬよ
うな対象との関わり方をする研究活動はありえないのであろうか、という思いが
存在する。
それを端的に具現化したのが、稲葉圭信大阪大学教授を中心とした「未来共生
災害救援マップ」（http://www.respect.osaka-u.ac.jp/map/）の開発であり、これ
はスマホやiPhoneなどのアプリとして使用することが可能になっている。特徴
は、寺社や歴史的な信頼性のある新宗教教団の施設のうち、被災時に避難所とし
て開放する──もちろんその際に布教などは一切おこなわない──と確約したも
のをマップにおき、いざという時にアプリを通して探し出すことができるという
システムである。これは、一つ一つの教団・組織と交渉を重ねてゆくという膨大
な作業に裏付けられたものである。
そしてこうした動きの結実というよりは連動して、本年９月初旬から台風に
よって発災した千葉県南部を中心とした地域において、宗教施設がより積極的な
動きを示すようになっている。また「子ども食堂」においても、布教とは関係な
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く、自らの施設の提供を申し出る宗教施設も増えてきている。つまりこうした活
動を、「関与型」研究と位置づけたのである。

４．「関係人口」増大策の一環としてのパンフレット制作
この科研費グループの一員として筆者は、南三陸町の方々が被災直後から唱え、
内発的に考案し実現化してきた「志縁」プログラムを支援する活動ができないか
と考えるようになった。「志縁」とは、南三陸町において、「縁」を結ぶことを志
すというニュアンスをもって造られた語であり、ボランティアさらには観光のた
めだけでなく、自分たち地元民と「縁」をむすび、ある程度の人間関係を構築し
た上で、何度も町へ再訪してくれる状況をつくり出すことである。ちなみにこれ
を当初、町では「交流人口」と呼んでいた。しかし総務省が2017年から積極的に
打ち出してきた「関係人口」という概念に、南三陸町の諸活動は当てはまると考
える。具体的には、「『関係
人口』とは、移住した『定
住人口』でもなく、観光に
来た『交流人口』でもない、
地域や地域の人々と多様に
関わる人々のことを指す
（図も含め、http://www.
soumu.go.jp/kankeijinkou/
より転載）という概念である。
この「関係人口」という言葉が登場する以前に、南三陸町では、縁を感じてリ
ピートする外来客を呼び込みたいという考え方が内発的に発案、実施されてきた。
たとえば、「花見山プロジェクト」がある。これは、それまでは単なる小高い山
でしかなかったところを、一つの斜面をすべて伐採し、新たに花の咲く樹を植え
てゆくというプロジェクトである。そして目的は、南三陸町を訪れる外部の人に
可能な限り作業に携わってもらう。そうすると、一緒に作業した地元の人間との
「縁」が生じるとともに、将来的に、自分の植えた樹の花を観るために、必ず来
てくれるだろうとの遠大な観点に立つプロジェクトである。
そしてこうした内発的な「関係人口」増加策に応じて、「関与型研究」の一つ
として、それも「搾取性」を帯びない研究の一環として作成したのが、沿岸部に
おける魚介類の養殖への「おでって」（お手伝い）を呼びかけ、そして週に一回、
月に一回、あるいは年に数回、都会部からこの地に訪れ、養殖業をおでってする
ライフスタイルの確立を呼びかけるパンフレットである。そしてその最大の特徴
は、養殖の工程を、イラスト入りで説明した部分であり、ワカメ、ホヤ、マガキ、
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ホタテ、ギンザケを紹介している。これは初めて養殖おでってに来た人に、自分
の携わっている作業が、全工程のどれに当たり、如何なる意義をもっているかを
分かってもらえれば、という紹介パンフレットである。
詳細については、本学部HPに掲載するので、ご参照いただければ幸いである。
URLは、http://cchs.rikkyo.ac.jp/topics/2019/4813/である。そして紙幅の関係か
ら、このあたりで筆を擱かなければならない。そこで最後に、このうちワカメ養
殖の工程を転写しておく。


